
 

 
 
 
   

《春の農作業が始まりました》 
いつもお世話になっております。農福担当の      （宍戸）です。 

剪定枝収集作業が終わり、桃の摘雷作業（不要な芽を摘む作業で、基本的には枝の上下の

蕾を摘みます）が進んでいます。今季から施設外就労が初めての事業所が新たに参加し、体

験を経て作業を開始しました。農家と相談の結果、3 工程のうち枝を上下につまみ、１度だ

け滑らす作業のみを行っています。力が入りすぎて蕾を全部落としてし

まう利用者に対しては、１本指で上部１回、下部１回指を滑らすようにす

るなど、農家、支援員と相談しながら作業を進めています。こらから桃の

摘花、りんごの摘花・摘果と作業が進んでいきます。他に畑のマルチ拾い

作業のご依頼をいただき、作業強度や作業料が適しているかどうかの体

験を行い確認した上で、利用者に合った作業として受託していただきま

した。農家の方の要望がレベルアップしていく傾向にありますが、作業の

切り出しを農家の方と話合っていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《公利公欲》 
『公利公欲』は『私利私欲』の反対語の造語です。２月に実施

された先進地視察研修で訪問した「ほっとグループ」の企業理念

です。私利私欲を捨て、自分を取り巻く人たちに対し有益である

こと。 

そして、『敬意』『理想』『前向き』 否定はするな 受け入れろ

は社員理念。常に周りに敬意をはらい、常に理想を胸に描き、常

に前向きであれ、さらに否定をせず、受け入れることで３つの理念が完成。私もそうありた

いと思った一日でした。 
  （担当：農福連携コーディネーター 宍戸綾子） 

2025 年 3 月 31 日発行 第 127 号 

発行者 福島県授産事業振興会 

電話 ０２４－５６３－１２２８ 

摘雷作業 

《事務局から》 

 令和７年度の通常総会を開催します。別途ご案内させていただきますが、多くの皆様に参加していただき

たく事前に日程をお知らせいたします。 

  開催月日 令和７年５月２８日（水）１３：３０～ 

 開催場所 福島県総合社会福祉センター（福島市渡利） 


